









































の場合に，それが冬の朝 5 時，風速 3 m/sec であ
れば，死者数 5,300 人，重症者数 17,000 人，重症を
含む負傷者数 160,000 人とされている．冬の夕方 18
時で風速 15 m/sec であれば，死傷者などはこの順
に 11,000 人，37,000 人，210,000 人となる．建物の





































的に有為な相関を示した．   
　昭和大学病院の果たすべき機能として，まずは重
症の外傷患者への対応であり，引き続き，発災から
徐々に増加する内因性疾患への対応となる．入院患
者数は，後者が約 1週間で前者を抜き，さらに増加
の一途となる．先の運営要綱では，これらの状況を
品川区の災害対策本部に連絡する．つまるところ，
昭和大学病院は，地域が連携する災害医療の一角を
占めるが，冒頭に述べた三層構造のように，昭和大
学病院，品川区，より大きな行政単位などがどのよ
うに連動できるかは充分には理解されていない．災
害拠点病院としての昭和大学病院が，地域を巻き込
んだ災害訓練に参加することもまた重要とされる所
以である．
